
2013 年 

J0082♂ 

2014 年 

J0096♂ 

J0097♂ 

J0098♂ 

2015 年 

J0104♀ 

J0105♀ 

2016 年 

J0125♂ 

J0126♂ 

2017 年 

J0151♂ 

J0152♂ 

2018 年 

J0195♂ 

 

 

 

 

 

 

巣立ったあとの個体を調べてみると、オスが 羽、メスが 羽で、繁殖個体になったのは

J0008  と J0013  、J0047  で、孫が 羽います。 

今年は、3羽がお父さんになれると期待しています。J0097 は豊岡市出石町水上人工巣塔

で J0110  とペアになり産卵。J0125 は鳥取市西部で J0123 とペアになり産卵。J0098 は

J0078  と福井県で営巣活動をしています。嬉しいニュースとは裏腹に J0009（戸島）は

J0006（福田）と、J0022（戸島）は J0028（福田）とメスメスペアで飛来先の皆さんを悩ま

せている状態です。そしてまた、戸島ペアが延々と繁殖すると、戸島ペアの遺伝子が増えて

くると心配の声も届いています。 

 

 放鳥 2世がペアになり各地を飛び回っています。 

遺伝的に問題のないペアの地域には幸せを運んでいるように感じますが、姉弟（J0043   

J0094  ・ J0106  J0122  ）兄妹婚（J0083  J0100  ）の飛来先では辛い日々を過ごさ

れています。 

J0043   と J0094  は、昨年から気比地区の電柱に巣材を運び、そのたびに撤去されてい



ます。なんと楽々浦湾を望む鉄塔にまで巣材を運んでいました。そんな姿を見ておられる地

域の方は、「ここで巣作りさせちゃったら、あかんのけぇ」「姉弟ペアは、だめなんか？」「豊

岡は、コウノトリの町って言っとるんだから電柱を迂回させることぐらいしてえな」と口々

に話されます。ご自分の田んぼでコウノトリが餌をついばんでいる姿をことのほか喜んで

おられる姿を見ると言葉がみつかりません。 

私は、この 2 羽が出会ったのは戸島湿地だと思っていて、J0091  が湿地の畦で J0043 に

交尾行動をしようとしたところ J0094 が阻止した姿を 2 回目撃しました。（メスが血のつな

がりの方を優先して選ぶのではないか）その後 J0091 は戸島湿地に飛来しなくなり、気比地

区の電柱に巣材を運びだし、鉄塔にまで運びましたが思いどおりにならず、J0094 は韓国へ

旅に出ました。これでペア解消かと思いきや 春になると J0043 のもとに帰ってきて、今年

も気比地区の電柱、鉄塔にまで巣材を運んでいます。何度撤去されても諦めないで。 

J0106  J0122  は今年も産卵するまで何の手立てもされませんでしたので、地域の方は

今年は静観してもらえると思っておられたようですが、話し合いの結果托卵されることに

なりました。この人工巣塔は、コウノトリが飛んできてくれたことに感動し、無農薬のお米

造りの担い手をコウノトリの力を借りて広げていきたいと取り組んでおられる野村さんた

ちが建てられた巣塔です。ここからヒナが巣立つことを夢見て、餌場つくりにも取り組んで

おられます。当初冬期に給餌をされていたことをずっとしているかの如く風潮されている

人がおられ、そのことがまかり通っているという悲しい事実がある中でも、餌場つくりに精

を出し、今では冬季湛水田にたくさんのコウノトリが塒入りをするまでとなっています。

「僕が死んで田んぼが作れんようになったら、巣塔下の田んぼは水を張ってビオトープに

してくれと頼んである」巣塔が建った日に野村さんが話してくださいました。 

J0083  J0100  は、豊岡市河谷人工巣塔で産卵しましたが巣を空け、その後巣に戻り再

び産卵しています。地域の方は、手立てをされるのなら産卵するまでにとお願いされました

が、うまく行かなかったようで現在も第２クラッチの抱卵中です。 

こんな時こそ、官・民・学の連携が大切になってくると思います。官、学の皆さんに、民

の声を心で聞いてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

＝編集後記＝ 

ジョエル・ロプションは『日本の米』のうまみを知っていると同時におそれてもいる。日

本の米の美味と味わいの力は、それほどのものなのです。さらに、気付きにくいことですが、

日本人の資質の根底にあるものは、稲作に対するあらゆる工夫・段取り・辛抱が培ったと認

めざるを得ない、莫大な体験です。半導体の成功、自動車工業の成功。これらの根っこには、

稲作の黄金色の波がある。 

皆で心をそろえて、「お米を食べること」を大切にしましょう。（『続 あなたのために』辰

巳芳子氏の言葉より）森  

 

 

 

 

 コウノトリの営巣のニュースを聞き、問い合わせると「どこからもれたのですか？」との

応対に、耳を疑ってしまった。でも待てよ、「大切にしたいから秘密に」「嬉しいことだから、

しばらくは秘密に」だったらいいな。「私有地なので迷惑をかける」「マナーの悪い人がたく

さんいるから警戒して」だったら悲しい。営巣地の行政に、誰がどういう伝え方をしておら

れるのか聞いてみたい。人と人が信頼し共に悩み会話してこそ、生きものと共生する社会が

つくれるのだと思う。森 

 


